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許諾権は医学書院が保有しています。

・本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上の限られ
た例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動を含む）で
上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。また私的使用に該当する場
合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。

・ ＜　� 出版者著作権管理機構　委託出版物＞

　本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています．複写される場合は，そのつど事前に，　� 出版者著作権管理機

構（電話 03－3513－6969，FAX 03－3513－6979，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
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編集
後記

　だいぶ以前になりますが，私どもはロサンゼルスの 
UCLA に留学しておりましたので，何度かサンディエゴを
訪れたことがあります。サンディエゴでは動物園の空中
ケーブル，シーワールドのシャチの曲芸，そして東方郊外
に広がる砂漠に咲くサボテンの鮮やかな花々が魅力的な思
い出として残っております。この懐かしい思い出に掻き立
てられまして，AUA が開催されましたサンディエゴに数年
ぶりに夫婦で旅行しました。
　AUA の際には，例年 UCLA 泌尿器科の同窓会（？）が開
催され，多くの同窓生が世界中から集合するわけですが，
今年は，泌尿器科部長を引退されました恩師 deKernion 教
授の長期の業績に対するお祝いと感謝の会ということでし
たので，なんとしても不祥の弟子の 1 人として小生も参加
しなければと思った次第です。
　成田より直通便で，サンディエゴには 5 月 5 日の午後着
きました。期待したカリフォルニアの青い空ではなく，小
雨の混じる曇り空に迎えられ，同窓会へ向かう頃には結構
強い雨降りとなりました。
　ホテルのロビーでは，幸運にも deKernion 教授ご夫妻に
私ども夫婦をみつけていただきました。ご夫妻との挨拶も
そこそこに，非常にわかりにくい宴会場まで案内していた
だき，懐かしい皆様と楽しい時間をすごすことができまし
た。翌日の午後，どのようにして宿泊先を調べられたのか
わかりませんが，教授から電話があり，明後日の夕食に招
待していただきました。5 月 7 日の午前中，発表者の教室
員とポスター会場で待機していると，突然 deKernion 教授
が現れ，今晩の夕食のレストランのメモを渡してくれまし
た。

　この日の夕食は，教授ご夫妻とロサンゼルスからかけつ
けてくれたお嬢さん，そして私ども夫婦の 5 人でした。食
事が大変おいしかったのはいうまでもありませんが，有意
義で楽しい会話は感激もので，至福の時間でした。deKer-
nion 教授の教授室にはお嬢さんの写真があったのですが，
実際にお嬢さんにお会いするのは約 30 年ぶりでした。故大
堀勉教授が盛岡市で開催しました日泌総会の際に来日され
たときは 16 歳だったと思います。当時の面影は残っている
のですが，現在は結婚されて 2 児の母親とのことでした。
時間経過の早さに驚きながら，ロサンゼルスの生活や，日
本訪問の思い出話の花がさきました。さらに，熊狩りや世
界の熊の種類や小生の学問的業績の話題におよび，会話の
折々にスマートフォンによる検索を織り込みむことで会話
ははずみ，大いに盛り上がりました。「日本の月の輪熊」
「米国のブラックベァ」「マレイ熊」の違いに関する情報を 
5 人で共有することができるという，IT の素晴らしさとと
もに，この道具を自由に使いこなす米国を実感しました。
また，小生の業績を「グーグル」で示しながら小生の成長
を褒めていただきました。あの時は，帰国早々にスマート
フォンに買い替える決意をしたのですが，いまだ旧式の携
帯電話を使用しています。
　以上，今回の旅行では動物園，シーワールドには行きま
せんでしたが。サボテンの花を見ることができました。ま
た，AUA 参加するのは主目的ではなく，deKernion 家族にお
会いするための訪米でした。ちなみに，大学には学会出張
ではなく有給休暇の手続きをとりましたことを付け加えま
す。 （藤岡　知昭）
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